
短 

歌

末
武
　
有
二
　
選

投
稿
は
、
一
人
一
首（
句
）で
お
願
い
し
ま
す
。

益城の

町文化財保護委員会

文化財

砥川

河端新家住宅

　

下
砥
川
の
河
端
家
は
江
戸
時
代
に
砥

川
用
水
を
開
削
し
、
約
70
町
の
新
田
を

開
い
た
庄
屋
・
富と
み

田た

茂も

七し
ち

を
祖
と
す
る

家
で
す
。

　

河
端
新
家
住
宅
は
、
河
端
家
の
分
家

住
宅
と
し
て
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
建
築

年
代
に
つ
い
て
棟
札
や
墨
書
は
見
つ

か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
古
文
書
か
ら
明

治
20
年
代
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
大
正
3

年
頃
増
築
、
昭
和
50
年
代
に
内
部
改
修

や
瓦
の
全
面
ふ
き
替
え
が
行
わ
れ
、
現

在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

　

木
造
二
階
建
て
、
変
形
入
母
屋
造
の

建
物
は
複
雑
な
屋
根
の
形
と
白
漆し
っ

喰く
い

の

壁
の
調
和
が
と
れ
た
美
し
い
住
宅
で
す
。

１
階
は
東
西
方
向
に「
土
間
」、「
表
の

間
」、「
仏
間
」、「
座
敷
」が
並
び
、
仏

間
に
は
式
台
付
き
の
表
玄
関
が
つ
い
て

い
ま
す
。
こ
の
並
び
方
は
、
飯
野
地
域

の
江
戸
時
代
郷
士
で
あ
っ
た
農
家
住
宅

に
共
通
し
た
間
取
り
で
す
が
、
当
家
は

俳 

句

河
野
　
全
平
　
選

川 

柳

布
田
川
左
門
　
選

　
投
稿
は
投
稿
者
の
住
所
、
電
話
番
号
を
必
ず
記
入
し
、
役
場

広
報
係
ま
で
。
締
切
は
毎
月
15
日（
必
着
）で
す
。

次
回
の
お
題 

　「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
」

梅
の
枝え

に
精
霊
バ
ッ
タ
は
突
き
刺
さ
れ
ま
だ
緑あ

を
た
も

つ
百も

舌ず

の
は
や
に
え　
　
　
　
安
永　
守
住　
孝
子

開
発
に
景
色
変
え
た
る
畑
々
は
槌
音
高
く
数あ

ま
多た

家
建

つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
惣
領　
島
田　
廣
子　

初
孫
は
歳
を
重
ね
て
成
人
式
行
く
手
に
願
い
込
め
て

乾
杯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
崎　
日
野
ヒ
ロ
子

子
供ど

も
ら
の
育
て
て
く
れ
た
さ
つ
ま
芋
籾も

み
殻
焼
き
に
匂

い
広
が
る　
　
　
　
　
　
　
　
馬
水　
松
本　
　
稔

降
り
注
ぐ
光
の
中
の
初
詣
孫
た
ち
の
幸
続
け
と
祈
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
崎　
大
原　
　
郁

リ
ハ
ビ
リ
で
令
和
四
年
は
過
ぎ
さ
っ
た
今
年
は
無
事

故
わ
れ
の
願
い
は　
　
　
　
　
宮
園　
島　
み
つ
き

年
明
け
の
初
参
り
に
は
遠
出
し
た
神
々
し
い
な
茜
色

雲　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
井　
永
樹　
秀
子

電
線
に
カ
ラ
ス
並
び
て
数
百
羽
渡
る
術す

べ
な
い
鳥
の
吊つ

り
橋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
山　
本
田　
龍
子

花
の
芽
も
雑
草
の
芽
も
天
め
ざ
し
競
っ
て
伸
び
よ
春

は
近
い
よ　
　
　
　
　
　
　
　
宮
園　
秋
月　
充
博

安
倍
さ
ん
は
北
方
平
和
か
た
づ
け
ず
露
国
相
手
の
難

問
残
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
山　
西
田　
正
巳

う
の
年
や
雑
煮
も
ぐ
も
ぐ
福
を
待
つ　
　
　
惣
領　
野
々
口
ト
ミ
子

煙
り
立
つ
阿
蘇
の
山
々
ま
だ
ら
雪　
　
　
　
宮
園　
秋
月　
充
博

三
毛
猫
が
添
い
寝
を
せ
が
む
夜
寒
か
な　
　
木
山　
本
田　
龍
子

初
夢
は
孫
に
も
ら
っ
た
宝
く
じ　
　
　
　
　
木
山　
西
田　
正
巳

若
人
の
吐
く
息
白
し
寒
げ
い
こ　
　
　
　
　
古
閑　
今
村　
恒
心

わ
が
庭
に
春
の
足
音
忍
び
寄
る　
　
　
　
　
赤
井　
永
樹　
秀
子

わ
が
趣
味
は
情
も
豊
か
な
一
行
詩　
　
　
　
水
俣
市　
徳
島　
純
一

お
地
蔵
に
キ
ャ
ラ
メ
ル
一
つ
春
う
ら
ら　
　
不
知
火
町　
前
田　
雪
子

束
に
し
て
断
捨
離
し
た
り
写
真
集　
　
　
　
熊
本
市　
境　
眞
木
子

一
句
鑑
賞

看
取
ら
れ
る
は
ず
を
看
取
っ
て
寒
椿　
　
　
　
　
　
永　
　
六
輔

『
お
題
』　　
自
由
詠

自
民
一
強
野
党
に
欲
し
い
強
壮
剤　
　
　
　
　
　
　
遠 

め 

が 

ね

平
和
と
は
世
界
の
人
の
心
の
和　
　
　
　
　
　
　
　
水
俣
川
柳
会

夫つ
ま
も
吾あ

も
猫
も
老
々
介
護
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
本
田　
龍
子

ナ
ー
ス
コ
ー
ル
深
夜
の
病
棟
急
ぎ
足　
　
　
　
　
　
岩
永　
亜
紀

『
お
題
』　　
元
気
教
室

「
元
気
で
百
歳
」寝
る
前
ち
ょ
っ
ぴ
り
ス
ク
ワ
ッ
ト　
看
護
師
の
亜
紀

プ
ー
チ
ン
に
巻
い
て
や
り
た
い
角
か
く
し　
　
　
　
木
山
の
正
巳

取
材
し
て
み
た「
元
気
教
室
」ワ
ン
ダ
フ
ル　
　
　
　
わ
が
ま
ち
散
歩

目
か
ら
ウ
ロ
コ「
元
気
教
室
」知
ら
な
ん
だ　
　
　
　
わ
が
ま
ち
散
歩

※
百
舌
の
は
や
に
え
と
は
、
野
鳥
の
モ
ズ
が
捕
ま
え
た
獲
物
を
枝
な
ど

に
突
き
刺
し
た
も
の
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